
第６回 校内研究 授業記録                    №       

令和元年 １１月２０日 ５校時            単元名  ５年道徳 「名医、順庵」          

第５学年 ２組                     授業者       小沼 繁徳   

                                  記録者    高橋 望    

 

時間 授業者の様子（発問・指示・援助） 児童の様子 

１３：３０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１３：３４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１３：４５ 

 

 

 

 

１、「広い心の持ち主ってどんな人？」という

ことについて、発表する。 

Ｔ：「広い心の持ち主」ってどんな人ですか？

想像してみましょう。 

 

 

 

 

 

「あるところに順庵という医者がいた。腕もよ

く…」と簡単にあらすじを話す。 

Ｔ：「そんな順庵と孝吉のお話です。」 

２、「名医、順庵」を読んで話し合う。 

Ｔ：題名を板書。 

Ｔ：判読する。 

Ｔ：「内容を振り返っていきましょう。」 

  「孝吉は本当のことを言った？」 

 

○ 順庵に声を掛けられたときに、本当のこと

を言えなかった孝吉は、どんなことを考え

ていたでしょう。 

 

 

Ｔ：「高麗人参、どのくらい高いと思う？」 

 「今でいえば３００万円くらい高価なもの」 

 

○ 孝吉を自分の部屋に連れて行くとき、順庵

は孝吉のことをどう思っていたのでしょ

う。 

Ｔ：「１分くらい考える時間をとります。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ：間違ったことをしてもすぐ許す。 

Ｃ：頼まれたときにすぐ「いいよ。」と言ってくれ

る。 

Ｃ：どんな人にも優しく接することができる。 

Ｃ：自分から怒りださない。 

Ｃ：親切。 

 

 

 

 

 

Ｃ：「いい先生。」 

 

Ｃ：「言わない。」 

 

Ｃ：「弟子を辞めさせられるかもしれない」 

Ｃ：「同じ。」 

Ｃ：「二度とこの場所に戻れない。」 

Ｃ：「もし戻っても治せるか心配。治るかわからな

い。」 

Ｃ：「一兆円？」「それはない。」 

Ｃ：「えー（驚き）。」 

 

 

 

 

 

Ｃ：静かに考える 

Ｃ：「何かあって盗んでしまった。」 

Ｃ：「体調がすぐれないことと関係しているのか

な？」→複数名「同じです。」 

Ｃ：「信頼も高かったので、どうしてそんなことを



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１３：５０ 

 

 

 

 

 

１３：５７ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１４：０５ 

 

 

 

 

 

Ｔ：「このとき、順庵は理由をわかっていた

の？」 

 

Ｔ：「疑問に思っていると思っている人？」 

Ｔ：「叱ってやろうと思っている人？」 

 

 

Ｔ：「こういう怒りの気持ちもあっただろうし、

疑問の気持ちもあったと思う。」 

 

◎ 孝吉の話を聞いて、順庵はどんなことを考

えたでしょう。 

Ｔ：「ワークシートに書いてもらいましょう。」 

Ｔ：書く時間は５分と指示をして書き始めさせ

る。 

 

 

Ｔ：「だから、というのは？」 

 

 

 

 

 

 

Ｔ：「母親を救ってあげたいと考えたってこ

と？」 

 

 

Ｔ：「孝吉は悪い人じゃない？」 

 

 

Ｔ：「みんなの発表を確認したいと思います。」 

  発表を振り返る。 

 

Ｔ：「ここで、最初の「広い心」に戻りたいと

思います。」 

○ 最初に考えた「広い心」について、付け足

すことはありますか？ 

 

Ｔ：「なぜ強く叱らなかったの？」 

するのか？ 不満があるのかな？」 

Ｃ：「売ろうとしているならみっちりしっかり叱

ってやろう」 

Ｃ：「わかっていない。」 

Ｃ：「どうして盗んだんだろう。」 

Ｃ：たくさん手が挙がる。 

Ｃ：数人だけ挙手。 

Ｃ：「自分（孝吉）が病気なのかな？」 

Ｃ：「盗んだことは許さない。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ：「だから体調を悪そうにしていたのか。」 

Ｃ：「お母さんが病気だった。」 

Ｃ：「体調が悪かったのは、お母さんの重病が原因

で、そのために持ち出そうとしていたのか。」 

Ｃ：「自分が気づかないのも悪かったけど、相談し

てくれたらよかった。」→「同じ。」と賛同の声。 

Ｃ：「確かに盗みは悪いけど、こんなに母思いの人

を見殺しにはできない。」 

Ｃ：「 

 

Ｃ：「話を聞いて、孝吉が悪い人ではないと安心

し、気付かなかった自分にも責任がある。」 

Ｃ：「盗んだことは悪いけど…。」 

Ｃ：「重病だから仕方ない。」 

 

 

 

 

 

 

Ｃ：「人のためにやれることをやってあげる。」 

Ｃ：「相手がどんなに悪いことをしても、強く責め

ることをしない。」 

Ｃ：「話せない事情があったから。」 



 

 

 

 

 

１４：０９ 

 

 

 

 

１４：１５ 

 

 

 

 

 

１４：１８ 

 

 

 

 

 

 

１４：２０ 

Ｔ：「話せない事情があればいいの？」 

 

Ｔ：「すべて孝吉が悪いのかな？」 

 

 

３、あなたは今まで人の過ちや失敗を許したこ

とや、自分の過ちを許してもらったことはあり

ますか。 

Ｔ：考えて書く時間を５分と指示する。 

 

Ｔ：「真剣に書いてくれていました。」 

Ｔ：「発表してもいい人、お願いします。」 

Ｔ：個人名などを出さないように指示する。 

 

 

 

Ｔ：最後にみなさんに紹介したい詩がありま

す。 

 

４、詩の朗読をする。 

Ｔ：「どちらかが柔らかかれば、壊れないこと

もあるよ。」 

 

終了 

Ｃ：「お母さんのことを心配していたから、この場

合は仕方ない。」 

Ｃ：「孝吉の苦しみを分かってあげられなかった

自分にも責任がある。」 

Ｃ：「悪いところも指摘してあげる。」 

 

 

 

 

 

 

Ｃ：「２年生の頃、走ってしまってぶつかってしま

ったときに、向こうの人が謝ってくれた。」 

Ｃ：「お父さんに許してもらった。」 

Ｃ：「ものを間違えたときに、すぐに謝ったらむこ

うもすぐに許してくれた。」 

Ｃ：「お母さんのものを壊してしまった時に、すぐ

に言ってくれたらよかったと言われた。」 

 

Ｃ：「何言ってるの？」 

 

 

 

 

 

 

 

 


